
近代化遺産に命を吹き込む市民活動 

愛岐トンネル群 

緑の回廊プロジェクト  



 

 

 
【事業の目的】 
発見した産業遺産を保存活用そして観光資源とし

て次世代へ  

 

 

発見当時の 

      ３号トンネル 



 

 

 
【事業の目的】 
発見した産業遺産を保存活用そして観光資源とし 

て次世代へ  

 

発見当時の 

      ３号トンネル 

開拓後の３号トンネル 



一般公開風景           （春・秋の年２回） 

 
【事業の内容】 
調査・整備、公開の啓蒙活動。エリア延伸によるフ 
ットパスへの折衝。鉄道関連団体とのネットワーク
づくりへ。 
 



【事業の成果】一例 
自生する樹木・草花・昆虫を調査 

■樹木類  

イロハモミジ１２３本など、 

       ５４種６１０本 

■草花類 

  絶滅危惧種ヤブサンザ
シをはじめ笹ゆり、春蘭
など１６０種が復活 

 

■動物・昆虫類 

  ニホンカモシカやリスの
他２７６種の昆虫を発見。
国内でも非常に珍しい特
別な生態系を有する地域
と評価される。 



【事業実施後の課題】  

愛岐トンネル群を視察、その意図は・・・・・。 



名古屋市所有地内にある 

               次のトンネル（７号）の状況 



全長６百㍍に瓦礫が廃棄 



【今後の展開】 
 
■「あいちトリエンナーレ」に連動した現代アート  
展を開催。（若者を集客する手段） 
 
■ 古民家を改装してビジターセンターを開設し、  
来場者対応と資料展示。 
   （研究資料や現地残存物の四散を防ぐ） 
 
■ 持続的活用に不可欠な運営母体を構築する必要  
があり。 




